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こ
と
し
境
港こ

う

を
訪
れ
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
は
、
11
月
に
予
定

し
て
い
る
２
回
で
終
了
と
な
り
、
寄
港
実
績
は
28
回
。
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
に
尽
力
し
た
境
港こ

う

管
理
組
合
と
境
夢
み

な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
こ
こ
ま
で
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

境
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に
28
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港
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2023年

　
鳥
取
県
は
11
月
22
日
、
境

港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

上

道
町)

で
、
第
３
回
異
業
種

交
流
と
っ
と
り
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｘ
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
交
流
会
は
鳥
取
県
の
主

催
す
る
取
り
組
み
で
、
様
々

な
異
業
種
の
皆
さ
ん
が
交
流

や
情
報
交
換
を
促
進
し
、
事

業
の
共
創
、
新
事
業
の
手
が

か
り
を
掴
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
催
し
は
「
新
し
い

液
体
カ
プ
セ
ル
化
技
術
を
使

用
し
た
食
品
開
発
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
カ
プ
セ
ル
化
で
き

な
か
っ
た
醤
油
な
ど
を
カ
プ

セ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
食
品
、
他
分
野(

医

療
、
介
護)

な
ど
、
多
用
途

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
機
器
開
発
な
ど
を

扱
う
異
業
種
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
同
催
し
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
22
日
㈬
　
午
後

４
時
～
６
時 

場
所
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

み
な
と
テ
ラ
ス)

内
容

第
１
部
　
基
調
講
演
▽
テ
ー

マ
＝
液
体
を
〝
か
け
る
〟
か

ら
〝 
添
え
る
〟
へ
～
液
体

カ
プ
セ
ル
技
術
に
よ
る
新
し

い
食
品
開
発
～
▽
講
師
＝
杉

本
優
子
氏(

　
鳥
取
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー 

発
酵
・
機

能
性
食
品
グ
ル
ー
プ
・
グ
ル

ー
プ
長)

第
２
部
　
交
流
会
及
び
意
見

交
換
会(

企
業
交
流
会
お
よ

び
液
体
カ
プ
セ
ル
化
技
術
を

使
用
し
た
食
品
の
試
食
を
予

定)定
員
　
▽
会
場
＝
40
人(

先

着
順)

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

　
同
交
流
会
の
詳
細
と
参
加

申
込
は
、
と
っ
と
り
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
と
っ
と
り

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」

で
検
索)

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
同
交
流
会
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
同
事
務
局(

☎
０

８
５
７
―
21
―
２
０
４
７)

ま
で
。

　
こ
と
し
、
最
後
に
寄
港
す

る
ク
ル
ー
ズ
客
船
は
、
い
ず

れ
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン

セ
ス
で
す
。
11
月
５
日
と
23

日
に
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
寄
港
し
ま
す
。
乗
船
客

は
、
主
に
欧
米
人
と
日
本
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
22
日
時
点
で
の
寄
港

実
績
は
、
寄
港
回
数
が
26
回

で
、
乗
船
客
総
数
は
約
２
万

８
０
０
０
人
。
そ
の
う
ち
、

日
本
人
は
約
１
万
１
０
０
０

人
で
し
た(

速
報
値)

。

　
境
港
管
理
組
合
の
山
本
賢

治
参
事
は
「
昨
年
と
比
べ
て

増
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策

も
万
全
に
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
傾
向
と
し
て
は
、
小
型
探

検
船
が
増
え
た
と
の
こ
と
。

以
前
か
ら
寄
港
し
て
い
た
小

型
船
の
様
子
を
見
て
、
寄
港

を
決
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
大
型
船
の

乗
船
客
は
、
下
船
後
に
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
人
に
比

べ
て
、
フ
リ
ー
で
境
港
周
辺

を
訪
れ
る
人
が
増
え
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
交
通
の
便

が
良
く
な
い
の
で
、
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
で
き
る
だ
け
早
く
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
ま
す
」
と
山
本
参
事

は
来
年
を
展
望
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
境
夢
み
な
と
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
阿
川
誠
館
長
は

「
お
客
様
は
年
配
の
皆
さ
ん

が
多
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
で
し
た
。
当
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
境
港
の
お
も
て
な
し

は
、
大
変
喜
ん
で
も
ら
っ
た

と
思
い
ま
す
。『
色
々
な
港

を
訪
れ
た
が
、
境
港
が
一
番

良
か
っ
た
』
と
い
う
人
も
多

か
っ
た
で
す
」
と
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
８
月
21

日
に
は
、
夏
祭
り
を
実
施
。

乗
船
し
た
外
国
人
に
日
本
の

文
化
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
阿
川
館
長
は
「
来
年
も
た

く
さ
ん
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が

寄
港
す
る
と
思
い
ま
す
。
当

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
展
望
デ
ッ
キ

境港おさかなロード境港おさかなロード
の仲間たちの仲間たち

〜第28回 親ガニ〜〜第28回 親ガニ〜

　山陰ではズワイガニのオスは「松葉ガニ」と呼ばれ、メスは子孫を
残す卵を抱えている姿から「親ガニ」と呼ばれています。
　私たちの住む地域では、メスは「セコガニ」「セイコガニ」の
名で親しまれています。甲羅の上からオレンジ色の卵が透けて見
える様子が子を背負って見えるため、その名がついたそうです。
　親ガニはタマゴをたっぷり持っているの
が特徴で、おなかに持っているタマゴを外
子といい、次の産卵のために甲羅の中(卵巣)
にあるものを内子(うちこ)といいます。
　漁期は資源保護のため、11月６日から12
月31日までと厳しく制限されています。
　良く利用される調理方法は、茹でガニ、
味噌汁、カニ飯などです。茹でガニは、酒
が好きな人にはたまらない一品で、内子と
カニ味噌だけでなく、濃厚な甘味を持つ身
も絶品です。
　また、味噌汁に入れると非常に良いダシが取れるため、地元
では冬の時期の味噌汁の材料として人気があります。炊き込み
ご飯に入れても非常に美味しく季節の味として喜ばれています。
設置時期　2019年11月
設置場所　肉道楽いろは駐車場(中町)
寄 贈 者　北陽冷蔵㈱
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
出
港
を
見
送
る
皆
さ
ん

か
ら
出
迎
え
や
見
送
り
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
予

定
は
、
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境
夢

み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
で
検

索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
管
理
組

合(

☎
42
―
３
７
０
５)

、
ま

た
は
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ

ル(

☎
46
―
０
６
８
８)

ま
で
。

独独

11月22日開催

異業種交流とっとり
インダストリーMIX

ー 鳥 取 県 ー
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ち
ょ
っ
と拝 見

日
南
町
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入

１
０
０
年
企
業
目
指
し
て

上野水 産

　

㈱
上
野
水
産(
昭
和
町
、
上
野
慶
社
長)

は
９
月
21
日
、
日

南
町
と
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
売
買
契
約
を
締
結
。
今
回
の｢

ち
ょ
っ

と
拝
見
」
は
、
環
境
問
題
解
決
に
も
積
極
的
な
同
社
を
紹
介

し
ま
す
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
（  ）税
松
本
会
計
事

務
所(

外
江
町)

の
松
本
正

福
所
長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 24

お客様企業の永続発展へ
頃

― 松本会計事務所 ―

　
１
９
６
８(

昭
和
43)

年

高
校
を
卒
業
後
、
家
電
大
手

の
販
売
会
社
に
就
職
し
た
も

の
の
、
将
来
の
自
分
の
姿
が

見
い
だ
せ
ず
４
年
で
退
職
。

　
高
校
時
代
の
恩
師
に
税
理

士
と
い
う
資
格
が
あ
る
こ
と

を
聞
き
、
縁
あ
っ
て
境
港
商

工
会
議
所
の
監
事
を
務
め
ら

れ
て
い
た
山
根
一
郎
税
理
士

事
務
所
に
勤
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
税
理
士
試
験
の
特
徴
と
し

て
、
１
科
目
ず
つ
受
験
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
合
格

科
目
に
有
効
期
限
が
な
い
た

め
、
働
き
な
が
ら
の
受
験
が

可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
事

務
所
に
勤
務
し
な
が
ら
、
税

理
士
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
受
験
資
格
が
緩
和

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は

受
験
資
格
要
件
が
厳
し
く
、

ま
ず
受
験
資
格
を
得

る
た
め
、
近
畿
大
学

通
信
教
育
部
に
入
学
。

卒
業
の
後
、
税
理
士

試
験
受
験
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ

独
学
で
の
税
理
士
試

験
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し

た
。

　
途
中
、
挫
折
も
あ

り
ま
し
た
が
1
科
目

ず
つ
合
格
を
積
み
重

ね
、
１
９
８
２(

昭

和
57)
年
の
第
32
回
税
理
士

試
験
に
最
終
合
格
。
翌
年
に

は
税
理
士
登
録
を
完
了
し
、

税
理
士
と
し
て
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
１
９
８
５(

昭
和

60)

年
５
月
１
日
に
独
立
開

業
。
当
時
35
歳
で
、
全
く
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

同
時
に
、
職
業
会
計
人
の
集

団
で
あ
る
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
に

入
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
の
中
で
も
Ｔ
Ｋ

Ｃ
中
国
会
の
シ
ス
テ
ム
委
員

長
と
し
て
「
企
業
風
土
診
断

と
そ
の
改
善
手
法
」「
社
長

の
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
、
書
籍
の
出
版
に
関

わ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８(

平
成
30)

年
２

月
１
日
に
は
、
税
理
士
法
人

　
同
社
は
㈱
鳥
取
銀
行
境
港

支
店(

明
治
町
、
高
瀬
裕
章

支
店
長)

か
ら
の
紹
介
で
、

日
南
町
有
林
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
66
㌧
購
入
。
日
南
町
役
場

で
売
買
契
約
に
調
印
し
、
同

松本正福所長（左から2人目）らTKC
「社長の仕事」プロジェクトメンバー

契
約
締
結
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
野
慶
社
長（
右
）と
中
村
英
明・日
南
町
長

吾
郷
支
店
長
が
就
任

常
議
員

境
港
商
議
所

山
陰
合
同
銀
行

境
港
支
店

　
境
港
商
工
会
議
所
常
議
員

の
う
ち
、
㈱
山
陰
合
同
銀
行

境
港
支
店
の
職
務
執
行
者
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
２
０
２
５
年
10

月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り(

敬
称
略)

。

吾
郷
悟(

あ
ご
う
・
さ
と
る)

▽
事
業
所
＝
㈱
山
陰
合
同
銀

行
境
港
支
店(

境
港
市
湊
町)

▽
役
職
＝
支
店
長
▽
変
更
年

月
日
＝
２
０
２
３
年
10
月
1

日
▽
前
任
者
＝
津
田
純
司

(

前
・
支
店
長)

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
こ

と
し
10
月
５
日
か
ら
時
間
額

９
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

同
最
低
賃
金
は
正
社
員
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に
関
わ

ら
ず
、
県
内
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
▽
精
皆
勤

手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
▽
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
▽
時
間
外
労
働
、
休
日
労

働
お
よ
び
深
夜
労
働
の
割
増

賃
金
―
は
、
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

賃
金
室(

☎
０
８
５
７
―
29

―
１
７
０
５)

、
ま
た
は
米

子
労
働
基
準
監
督
署(

☎
34

―
２
２
３
１)

ま
で
。

10月5日から発効

１時間900円に
鳥取県最低賃金

に
組
織
変
更
。
税
理
士
法

人 

松
本
会
計
事
務
所
を

設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、

境
港
事
務
所
と
神
戸
事
務

所
の
２
拠
点
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
妻
と
２
人
で
開
業
以
来

38
年
が
経
過
し
、
39
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
お
客
様
企
業
の

繁
栄
は
私
た
ち
の
喜
び
！
」

を
共
有
し
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
事
務

所
一
丸
と
な
っ
て
お
客
様

企
業
の
永
続
発
展
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
て

い
く
所
存
で
す
。
　(

談)

時
に
鳥
取
県
か
ら
「
と
っ
と

り
の
森
を
守
る
優
良
企
業
認

定
」
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、

対
象
と
な
る
森
林
の
二
酸
化

炭
素(

Ｃ
Ｏ

²)

吸
収
量
を
認

定
し
、
売
買
を
可
能
と
し
た

制
度
で
す
。
日
南
町
で
は
、

国
際
的
な
森
林
認
証
機
関
で

あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
に
森
林
認
証
を

受
け
て
い
る
日
南
町
有
林
で
、

間
伐
地
を
対
象
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
認
証
取
得
し
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
は
、

森
林
振
興
、
生
態
系
保
全
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
購
入
し
た
企
業
は
、
企
業

活
動
な
ど
で
排
出
さ
れ
た
Ｃ

Ｏ
²
を
他
の
場
所
の
吸
収
や

削
減
量
で
埋
め
合
わ
せ
て
相

殺
し
ま
す
。
こ
れ
を
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
言
い
ま
す
。

　「
海
に
携
わ
る
企
業
と
し

て
環
境
保
全
に
対
し
、
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
て
、
今
回
の
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

66
㌧
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
当
社

の
仲
買
番
号
が
６
番
な
の
で
、

そ
れ
に
ち
な
ん
で
決
め
ま
し

た
」
と
話
す
上
野
社
長
。

　
ま
た
「
森
林
整
備
や
源
流

の
管
理
な
ど
を
日
南
町
の
皆

さ
ん
が
一
生
懸
命
に
、
真
摯

に
行
っ
て
お
ら
れ
、
私
た
ち

も
そ
の
源
流
の
恵
み
を
受
け

て
い
ま
す
。
当
社
も
１
０
０

年
企
業
を
目
指
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
先
へ
と
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
一

層
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

今
後
の
方
向
性
を
展
望
し
ま

し
た
。

　
同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
同
社(

☎
42

―
３
１
１
１)

、
ま
た
は
鳥

取
銀
行
境
港
支
店(

☎
44
―

２
６
３
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

11月15日・12月20日

税務相談会
ー 境港商議所 ー

　
境
港
青
色
申
告
会
、
境
港

商
工
会
議
所
、
米
子
税
務
署

は
共
同
で
、
個
人
事
業
主
の

皆
さ
ん
の
税
務
に
関
す
る
課

題
解
決
の
た
め
、
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
料

は
、
無
料
で
す
。

　
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

様
々
な
質
問
や
消
費
税
、
記

帳
、
電
子
申
告(

ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ)

な
ど
の
税
務
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
▽
11
月
15
日
㈬
▽
12

月
20
日
㈬
　
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時(

各
１

時
間)

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
▽
鳥
取
税
務
署 

記
帳
指
導
推
進
員
▽
米
子
税

務
署 

記
帳
指
導
担
当
者

申
込
　
開
催
日
２
日
前
ま
で

に
境
港
商
工
会
議
所(

☎
44

―
１
１
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
―

６
５
７
７)

に
申
込(

先
着

順)　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
－
１
１

１
１)

ま
で
。

吾郷悟・常議員
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電話 0859－42－3817　Fax 0859－42－2431
営）17：30～22：30（Lo22：00）　お昼は予約のみ応相談
＊営業日、空席状況はHPのカレンダーをご覧ください！

コース料理、松葉ガニ料理、ベニズワイガニ料理、一品 山陰地方ならではの郷土料理山陰地方ならではの郷土料理
ふる里の味

「いただき」「いただき」

有限会社こめや産業
〒684－0071 鳥取県境港市外江町3175－4
 TEL 0859－42－6620
 FAX 0859－44－0277
 http://komeya-sangyo.com/

『第３弾 さかいみなと応援券』もご利用いただけます｡

全国発送承り中!
いただき(ののこめし)・大山おこわが
文化庁100年フードに認定されました。

おせち料理もあります。詳しく
は11月19日㈰の日本海新聞
の折込チラシをご覧ください。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

『
Ｄだ

Ａ
Ｓ

しＨ
Ｉ
』

と
い
っ
た
言
葉

は
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
で
も
、
十

分
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、

ス
ー
プ
と
し
て

の
利
用
が
主
流

な
の
で
、
こ
れ

か
ら
料
理
に
も

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
提
案

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
し
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
の
制
度
を
使
っ
て
、

英
語
字
幕
の
動
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
ツ
ー

ル
で
海
外
の
販
路
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
倉
庫

海
外
向
け
商
品
を
紹
介
す
る
坂
上
武
常
務

実
例
編 

パ
ー
ト
⑦

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

美
味
し
い
自
然
食
品
で

日
本
食
品

工
　
　業

―
色
々
な
自
然
食
品
を
作

っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
当
社
は
、
自
然
と
人

工
の
調
和
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
自
然
の
も
の
を
工
夫

し
て
、
お
い
し
い
も
の
を

作
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
い
く
ら
自
然
食

品
と
い
っ
て
も
、
お
い
し

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
が
境
港
で
積
極
的
に
海
外
展
開
を
行
う
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

日
本
食
品
工
業
㈱(

竹
内
町
、
中
西
和
夫
社
長)

で
す
。

く
な
い
と
食
べ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
姿
勢
は
、

海
外
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
」

―
輸
出
先
と
海
外
向
け
に
工

夫
を
し
て
い
る
こ
と
は
。

　「
ア
メ
リ
カ
や
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
の
欧
米
に
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
専
門
の
商
社
を
通
じ
、

当
社
製
品
が
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
、
台
湾

や
タ
イ
に
輸
出
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
国
に
よ
っ
て
輸
入

規
制
や
食
習
慣
が
異
な
り
、

各
国
の
お
客
様
の
嗜
好
に
合

わ
せ
て
製
品
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
な
ど
も
バ
イ
ヤ
ー
と
相

談
し
て
、
現
地
に
あ
っ
た
も

の
に
改
良
し
て
い
ま
す
」

―
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
日
本
語
で

伝
わ
り
ま
す
か
。

　「『
Ｕう

Ｍ
ま

Ａ
Ｍ

み

Ｉ
』
や

の
一
角
に
新
築
さ
れ
た
キ

ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
製
品

の
カ
レ
ー
を
作
っ
て
、
飲

食
店
を
開
く
予
定
で
す
。

常
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
る
会
社
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

ま
で
。

ー トリミング ー

女性が活躍しやすい環境に
境港企業の取り組み境港企業の取り組み男女共

同参画 シリーズ③

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
市

内
の
企
業
が
登
場
。
今
回
は
、
㈱
ト
リ
ミ
ン
グ(

渡
町
、
曾そ

我が

高た
か

廣ひ
ろ

社
長)

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
の
職
種
は
園
芸
サ
ー

ビ
ス
業
で
、
広
場
や
庭
園
な

ど
の
樹
木
の
手
入
れ
が
主
な

仕
事
で
す
。

　
鳥
取
県
の
発

注
す
る
業
務
も

手
掛
け
て
い
ま

す
が
、
県
が
指

名
制
度
を
取
っ

て
い
る
た
め
、

指
名
に
有
利
な

条
件
を
整
え
て

お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
男
女

共
同
参
画
推
進

企
業
の
認
定
は

そ
の
条
件
の
一

つ
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
、
同
社

は
数
年
前
か
ら
、
認
定
取
得

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

就
業
規
則
な
ど
の
社
内
規
程

を
整
備
す
る
必
要
も
あ
り
ま

し
た
が
、
県
の
支
援
で
社
会

保
険
労
務
士
を
無
料
で
派
遣

し
て
も
ら
い
、
し
っ
か
り
と

し
た
内
容
で
整
備
を
完
了
。

　
そ
し
て
同
社
は
、
昨
年
１

月
に
男
女
共
同
参
画
推
進
企

業
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
活
躍
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
企
業
宣
言
、
イ
ク
ボ
ス

・
フ
ァ
ミ
ボ
ス
企
業
宣
言
も

ほ
ぼ
同
時
期
に
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
現
場
で
働
く
正
社

員
7
人
の
う
ち
、
1
人
が
女

性
で
す
。
子
育
て
を
し
な
が

ら
働
い
て
い
ま
す
が
、
十
分

な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
会
社
は
母
親
と
し

て
の
役
割
を
理
解
し
、
育
児

の
た
め
に
柔
軟
な
勤
務
体
制

に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
イ
ン
ズ
米
子
の

植
栽
管
理
を
請
け
負
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
働
く
の
は

高
齢
男
性
２
人
、
女
性
1
人

の
チ
ー
ム
で
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
は
女
性
で
す
。

　
さ
ら
に
、
能
力
の
向
上
を

目
指
す
従
業
員
に
対
し
、
知

識
や
資
格
の
取
得
の
た
め
に

資
格
取
得
費
用
を
会
社
で
負

担
し
て
い
ま
す
。

　
曾
我
社
長
は
「
女
性
も
現

場
で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
ま

す
。
で
も
、
無
理
は
さ
せ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
女
性
だ
か

ら
で
き
な
い
と
い
う
仕
事
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
働

き
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
21

―
５
３
９
５)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
米

子
支
店(

米
子
市
加
茂
町)

の
竹
内
利と

し

尚な
お

支
店
長
は
10
月

23
日
、
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金(

マ
ル
経
資
金)

融
資
制
度
の
創
設
50
周
年
を

記
念
し
て
、
同
公
庫
総
裁
の

感
謝
状
を
境
港
商
工
会
議
所

の
堀
田
收
会
頭
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
マ
ル
経
資
金
は
、
同
公
庫

が
１
９
７
３
年
10
月
に
創
設

し
た
無
担
保
・
無
保
証
人
の

融
資
制
度
。
商
工
会
議
所
な

ど
が
経
営
改
善
普
及
事
業
に

基
づ
い
て
小
規
模
事
業
者
に

対
し
て
実
施
す
る
経
営
指
導

を
金
融
面
か
ら
補
完
し
、
小

規
模
事
業
者
の
経

営
改
善
を
促
進
す

る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　
推
薦
条
件
を
満

た
し
、
商
工
会
議

所
な
ど
の
長
の
推

薦
を
受
け
た
小
規

模
事
業
者
が
融
資

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
感
謝
状
は
、
同

制
度
の
普
及
と
推

進
に
尽
く
し
、
同事業承継個別相談会

11月16日・12月21日

ー 境港商議所 ー

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
「
事
業
承
継
」
全
般
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
毎
月

1
回
、
第
３
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
の
い
る
、
い
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
相
談

に
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
、
秘

密
厳
守
。
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
11
月
・
12
月
の

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
▽
11
月
16
日
㈭
▽
12

月
21
日
㈭
　
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
1
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

パワーショベルを自在に操る同社の社員

マ
ル
経
融
資
50
周
年

境
港
商
議
所
に
感
謝
状
日本政策公庫

公
庫
の
業
務
に
特
別
の
理
解

と
協
力
を
し
て
き
た
と
し
て
、

全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
マ
ル
経
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
境
港
商
工
会
議
所
相
談

課(

☎
44
―
１
１
１
１)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

感謝状を手にする堀田会頭（右）と竹内
利尚支店長＝境港商工会議所会頭室
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公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～70歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

漁師風いか醤油漬け株式会社福　栄
「おすすめの一品」
漁師風いか醤油漬け
刺身用のスルメイカを塩分控
えめのマイルドな無添加タレ
に漬け込みました。

解凍するだけ
の簡便調理で、
女性やお子様
にも人気です。

FUKUEI

食品部・鉄工部

〒６８４－００３４ 鳥取県境港市昭和町５－６

代表取締役会長 岩  田  慎　介
代表取締役社長 岩  田  謙二郎

ＴＥＬ. 0859－44－3555 ＦＡＸ. 0859－44－5577
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•
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会社の営業秘密を守ろうクローズアップ

知財無料相談会・小倉　　  に聞く
事業の成功とビジネスでの公正性維持へ

コーディ
ネーター

　

境
港
商
工
会
議
所
は
毎
月
１
回
、
第
２
水
曜
日
に
知
財
無

料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
知
的
所
有
権
に
つ
い
て
の

調
査
や
特
許
、
商
標
、
意
匠
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
専
門
の

相
談
員
＝
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

Ｉイ

ン

ピ

ッ

ト

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県

知
財
総
合
支
援
窓
口)

が
応
じ
ま
す(

秘
密
厳
守)

。
こ
の
た

び
は
小
倉
仁き

み

亮あ
き

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
営
業
秘
密
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
よろず支援拠点
個別経営相談会

11月14日・12月12日開催
　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
「
経

営
相
談
会
」
を
毎
月
1
回
、

第
２
火
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。

　
同
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
売
り
上
げ
拡
大
、
経
営
改

善
な
ど
、
経
営
上
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
対
応
す
る
国
の
機

関
。
境
港
商
工
会
議
所
は
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営
課

題
解
決
の
た
め
、
同
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
と
連
携
し
て
個
別

経
営
相
談
会
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
同
相
談
会
11
月
・
12
月
の

営
業
秘
密
に
つ
い
て
解
説
す
る
小
倉
仁
亮
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
営
業
秘
密
と
は
、
秘
密

(

極
秘
、
社
外
秘
な
ど)

と
し

て
管
理
さ
れ
て
い
る
、
生
産

方
法
や
販
売
方
法
な
ど
、
事

業
活
動
に
有
用(

有
用
性)

な
技
術
上
、
ま
た
は
営
業
上

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
▽
11
月
14
日
㈫
▽
12

月
12
日
㈫
　
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
1
時
～
４
時(

開
催

日
２
日
前
ま
で
の
予
約
が
必

要)場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

当
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
１
人
体
制
で
す
。
相
談

の
内
容
に
応
じ
て
他
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
引
き
継
ぐ

な
ど
、
チ
ー
ム
体
制
で
対
応

し
ま
す)

　
予
約
な
ど
、
詳
し
く
は
境

港
商
工
会
議
所
相
談
課(

☎

44
―
１
１
１
１)

ま
で
。

の
情
報
で
あ
っ
て
、
公
然
と

知
ら
れ
て
い
な
い
も
の(

非

公
知
性)

を
指
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
他
社
か
ら
預
か
っ
て

い
る
情
報
も
含
み
ま
す
。

　
営
業
秘
密
と
言
え
る
情
報

は
、
技
術
・
製
造
分
野
で
の

製
品
図
面
、
未
出
願
の
発
明
、

研
究
開
発
デ
ー
タ
や
、
営
業

分
野
で
の
取
引
先
リ
ス
ト

(

顧
客
名
簿)

、
原
価
情
報
、

顧
客
ク
レ
ー
ム
情
報
な
ど
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
会
社
の
秘
密
を
守
り
、
活

用
す
る
に
は
、
社
内
情
報
の

適
切
な
管
理
が
重
要
で
す
。

適
切
な
情
報
管
理
を
行
う
こ

と
で
、
情
報
漏
洩
を
未
然
に

防
止
で
き
ま
す
。
ま
た
、
何

が
大
事
な
情
報
か
を
見
直
し
、

秘
密
と
し
て
保
持
す
べ
き
も

の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

自
社
の
強
み
を
認
識
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
社
情
報
を
大

切
に
す
る
企
業
姿
勢
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
り
、
不
当
な
要
求

に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た
態

度
で
臨
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

併
せ
て
、
共
同
研
究
や
取
引

の
際
に
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
取
引
先
に
同
等

の
管
理
を
求
め
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
す
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
門

永
水
産(

昭
和
町
、
門
永
幹み

き

朗ろ
う

社
長)

が
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
海
産
物
を
中

心
と
し
た
加
工
食
品
を
製

造
販
売
す
る
会
社
で
す
。

安
心
・
安
全
な
商
品
づ
く

り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得
工
場
で
心
を

込
め
て
製
造
し
、
業
務
用

か
ら
一
般
の
お
客
様
向
け

ま
で
多
様
な
商
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
地
元
で
販
売
し
て
い
る
主

な
商
品
は
、
か
に
み
そ
バ
ー

ニ
ャ
カ
ウ
ダ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ(

か
に
す
り
み)

で
す
。

　
か
に
み
そ
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ

ダ
は
、
境
港
産
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
の
み
そ
、
大
山
乳
業
協

同
組
合(

琴
浦
町)

の
生
ク

リ
ー
ム
、
青
森
産
の
ニ
ン
ニ

ク
な
ど
が
原
材
料
。
添
加
物

は
ま
っ
た
く
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
カ
ッ
ト
し
た
生
野
菜
を
付

け
た
り
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
に

し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

み
方
が
あ
り
ま
す
。

　
丸
合
境
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
店

(

浜
ノ
町)

や
市
内
の
各
土
産

店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
か
に
す
り
み
は
、
同
社
の

知
識
と
技
術
を
駆
使
し
て
作

り
上
げ
た
究
極
の
カ
ニ
か
ま

ぼ
こ
で
す
。
カ
ニ
身
と
カ
ニ

味
噌
の
含

有
量
は
、

仕
込
み
時

に
約
20
㌫
。

本
物
の
カ

ニ
と
勘
違

い
し
て
し

ま
う
ほ
ど

の
完
成
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ぶ
っ

て
食
べ
る
と
、
と
て
も
風
味

が
良
く
、
ほ
か
に
も
す
し
や

茶
わ
ん
蒸
し
、
天
ぷ
ら
な
ど

で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
。
丸
合
境
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

店
な
ど
、
丸
合
の
大
型
店
な

ど
で
販
売
中
で
す
。

　
同
社
の
岸
本
泰や

す

宏ひ
ろ

営
業
部

境港発商品

発見

門
永
水
産

　 

バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ

か

　に

　す

　り

　み

か
に

み
そ

商品を紹介する岸本泰宏部長

　
知
財
無
料
相
談
会
で
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ(

　
工
業
所
有

権
情
報
・
研
修
館)

が
運
営

す
る
「
営
業
秘
密
・
知
財
戦

略
相
談
窓
口
」
と
連
携
し
た

支
援
を
実
施
。
同
窓
口
の
知

財
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
企

業
を
訪
問
し
、
営
業
秘
密
の

管
理
を
支
援
し
ま
す
。

　
小
倉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
「
営
業
秘
密
を
守
る
と
い

う
こ
と
は
、
会
社
へ
の
貢
献

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
公
平
性
を
維

持
す
る
と
い
う
社
会
的
貢
献

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
営
業
秘
密
の
詳
細
は
、
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

「
営
業
秘
密
・
知
財

戦
略
」
で
検
索
、
ま
た
は
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
参
照)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
境
港
商

工
会
議
所
相
談

課(

☎
44
―
１

１
１
１)

ま
で
。

11
月・12
月
の
相
談
日

知
財
無
料
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
の
知
財

無
料
相
談
会
11
月
・
12
月
の

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で

す
。

日
時
　
▽
11
月
８
日
㈬
▽
12

月
13
日
㈬
　
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
1
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

予
約
制
　
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　境港商工会議所は境

港市内の事業者に、経営
課題解決のため無料で
専門家を派遣しています。
　詳しくは、境港商工会
議所相談課（☎44－１１
１１）へ。

専門家を派遣します
境港商議所

長
は
「
当
社
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
笑
え
る
ぐ
ら
い
に

お
い
し
く
、
い
い
も
の
を

作
る
こ
と
。
ど
の
商
品
も

笑
顔
に
な
る
く
ら
い
美
味

し
い
商
品
ば
か
り
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
―
３
０
１
１)

ま
で
。

独独

適適切切なな情情報報管管理理

製品図面

取引先リスト

顧客クレーム情報

原価情報 等

秘密管理規程

管理台帳等の
整備

秘秘密密情情報報流流出出防防止止
対対外外的的なな信信用用力力アアッッププ
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境
み
な
と
寄
席

境
港
フ
ィ
ッ

シ
ュ
大
使

林
家
た
い
平
師
匠
ら
出
演

11
月
19
日

　
境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

濱
勇
二
郎
会
長)
は
11
月

19
日
、
第
27
回
境
み
な
と
寄

席
を
開
催
し
ま
す
。

　「
よ
う
こ
そ
来
て
ご
し
な

っ
た 

笑
い
の
故ふ

る

郷さ
と

へ
」「
が

い
に
笑
っ
て 

明
日
も
マ
メ

に
‼
」
を
合
言
葉
に
、
境
港

フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
の
林
家
た
い
平
師
匠
を

始
め
、
強
力
な
布
陣
で
皆
さ

ん
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み

ま
す
。

　
同
寄
席
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
19
日
㈰
　
▽
開

場
＝
午
前
12
時
30
分
▽
開
演

＝
午
後
１
時
30
分

場
所
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

み
な
と
テ
ラ
ス
、
境

港
市
上
道
町)

出
演
者(

敬
称
略)

　
▽
林

家
た
い
平(

落
語)

▽
三
遊
亭

小
遊
三(

落
語)

▽
林
家
あ
ず

み(

三
味
線
漫
談)

▽
林
家
さ

く
平(

落
語)

入
場
料
　
▽
前
売
り
券
＝
３

０
０
０
円(

税
込)

▽
当
日

券
＝
３
５
０
０
円(

税
込)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
境
港
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局(

境

港
市
上
道
町
、
境
港
商
工
会

議
所
内)

　
詳
し
く
は
、同
事
務
局(
☎

44
―
５
４
７
７)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー 境 港 市 ー

骨密度講演会など多彩な催し

11月26日　境港市健康まつり

　
境
港
市
は
11
月
26
日
、
境

港
市
健
康
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
「
ピ
ン
ピ
ン

コ
ロ
リ
は
み
ん
な
の
願
い
～

骨
卒
中
を
予
防
し
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
骨
密
度
講
演

会
や
親
子
運
動
遊
び
教
室
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
同
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
26
日
㈰
　
午
前

９
時
～
12
時
30
分

場
所
　
境
港
市
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー(

境
港
市
上
道
町)

内
容

① 

骨
密
度
講
演
会(

午
前
９

時
～
10
時
30
分
、
要
予
約
、

定
員
50
人)

▽
座
長
＝
森
脇

健
太
氏(

も
り
わ
き
整
形
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長)

▽
講

師
＝
萩は

ぎ

野の

浩ひ
ろ
し

氏(

独独
労
働
者

健
康
安
全
機
構
山
陰
労
災
病

院
副
院
長)

② 

親
子
運
動
遊
び
教
室(

要

予
約
、
定
員
10
組)

▽
開
催

時
間
＝
午
前
11
時
～
11
時
45

分
▽
講
師
＝
身み

崎さ
き

徳と
く

郎ろ
う

氏

(

㈱
ル
ネ
サ
ン
ス)

▽
対
象

＝
年
長
～
小
学
校
３
年
生

③ 

催
し
物(

午
前
９
時
30
分

～
12
時
20
分)

▽
血
管
年
齢

＆
脳
年
齢
測
定(

要
予
約
、

定
員
35
人)

▽
骨
密
度
測
定

(

み
な
と
テ
ラ
ス)

な
ど

④ 

体
験
・
相
談
会(

午
前
９

時
30
分
～
12
時
20
分)

▽
濃
い
味
・
薄
味
塩
分
チ
ェ

ッ
ク
▽
サ
ッ
と
！
簡
単
！
食

事
チ
ェ
ッ
ク
と
栄
養
相
談

⑤ 

展
示
コ
ー
ナ
ー(
午
前

９
時
30
分
～
12
時
20
分)
▽

作
品
展
示(

子
ど
も
が
つ
く

る
☆
お
う
ち
ご
は
ん
、
子
ど

も
が
考
え
る
レ
シ
ピ)

▽
健

康
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
▽

健
康
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー(

禁
煙

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
1
日
８
０
０

０
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ャ
レ

ン
ジ
な
ど)

展
示
▽
健
康
に

関
す
る
本
の
展
示(

境
港
市

民
図
書
館
内)

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
づ
く

り
推
進
課(

☎
47
―
１
０
４

１)

ま
で
。

��月��日開始

「形成外科｣診療
済生会境港総合病院

　
鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合

病
院
は
、
11
月
24
日
か
ら
鳥

取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の

医
師
に
よ
る
「
形
成
外
科
」

診
療
を
開
始
し
ま
す
。 

　
形
成
外
科
は
、
身
体
表
面

の
傷
や
変
形
の
治
療
を
行
い

ま
す
。
最
近
、
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
眼が

ん

瞼け
ん

下か

垂す
い

の
治
療

を
は
じ
め
、
顔
面
や
全
身
の

皮
膚
・
皮
下
腫
瘍
、
褥じ

ょ
く

瘡そ
う

や

リ
ン
パ
浮
腫
、
糖
尿
病
や
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
に
よ
る
下

肢
血
流
障
害
、
難
治
性
皮
膚

潰
瘍
な
ど
の
治
療
で
す
。
お

悩
み
の
人
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
同
診
療
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

診
察
日
　
毎
月
第
２
・
第
４

金
曜
日
の
午
前
中(

完
全
予

約
制)

予
約
方
法
　
平
日
の
午
後
２

時
～
４
時
の
間
に
同
病
院

(

☎
42
―
３
１
６
１)

に
電
話

　
詳
し
く
は
、
同
病
院
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
拡
大
へ

11
月
25
日
か
ら
犯
罪
被
害
者
週
間
境港警察署

　
毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月

１
日
ま
で
の
１
週
間
は
、
犯

罪
被
害
者
週
間
で
す
。

　
同
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者

等(

犯
罪
お
よ
び
こ
れ
に
準

ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
に
よ
り
、
害
を

被
っ
た
人
お
よ
び
そ
の
家
族

ま
た
は
遺
族)

が
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等

の
名
誉
、
生
活
の
平
穏
へ
の

配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　
警
察
に
は
、
犯
罪
被
害
者

に
対
す
る
公
費
支
出
制
度
と

し
て
▽
性
犯
罪
被
害
者
の
初

診
料
▽
身
体
犯
被
害
者
の
初

診
料
▽
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費

用
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
犯
罪
被
害
給
付
制

度
と
い
う
制
度
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
故
意

の
犯
罪
行
為
で
亡
く
な
っ
た

人
の
遺
族
や
重
傷
病
、
ま
た

は
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害

を
受
け
た
被
害
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
と

し
て
給
付
金
を
支
給
し
、
犯

罪
被
害
な
ど
を
早
期
に
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
再
び
平
穏

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の

相
談
窓
口
に
は
、
警
察
総
合

相
談
電
話(

♯
９
１
１
０
、
ま

た
は
０
８
５
７
―
27
―
９
１

１
０)

、
性
犯
罪
１
１
０
番

(

♯
８
１
０
３)

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、(

公
社)

と
っ
と
り

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー(

☎

０
１
２
０
―
43
―
０
８
７

４)

、
性
暴
力
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
と
っ
と
り(

☎
０

１
２
０
―
９
４
６
―
３
２

８)

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

11月２日㈭ 　　　午後 産業医

11月９日㈭ 午前・午後 産業医

11月16日㈭ 　　　午後 産業医

11月20日㈪ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

11月30日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

11月の相談日

境
み
な
と
寄
席
に
出
演
す
る
林
家
た
い
平
師
匠（
左
）ら

5



境港商工会議所女性会 Ms.通信

オーダー枕の
境港市幸神町358

お問い合わせは 0859-45-0336

寝具専門店におまかせください！！

①羽毛ふとん診断
②解体、除塵
③水洗い、、バイオ乾燥
④よい羽毛を分別し、新しい羽毛を足します。
⑤新しい生地にてリニューアルします。
シングルサイズ　￥22,000～(税込)

●掛ふとん●敷ふとん
 ＜シングルサイズ＞ 200cm
　　１枚 ￥17,600～(税込)
２枚なら ￥33,000～(税込)
　　 １枚あたり￥16,500(税込)

羽毛ふとんリフォーム綿ふとんのお仕立て直し
２枚でお得セール

（お見積り無料）

境港市大正町215
営業時間／9：00～17：00 定休日／年中無休

0859-44-9210☎
境港駅隣にある「みなとさかい交流館」にあり、鬼太郎
グッズ特産品はじめ各種商品を揃えております。
境港駅隣にある「みなとさかい交流館」にあり、鬼太郎
グッズ特産品はじめ各種商品を揃えております。

港のコンビニ
はま

取扱商品／お土産・お菓子・お酒・海産物・新聞 他

  ギャラリー
あかいし家

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
急
に
肌
寒
く
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
10
月
５
日
と
６
日
、

新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
第
55

回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会(

全
商
女
性
連)

全

国
大
会
に
境
港
か
ら
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
信
濃
川
に
隣
接
す
る
朱
鷺

メ
ッ
セ(

新
潟
市)

は
、
２
３

０
０
人
の
会
員
が
収
容
で
き

る
大
き
な
会
場
で
し
た
。
元

気
で
笑
顔
、
心
温
ま
る
お
も

て
な
し
を
受
け
、
大
変
感
動

し
ま
し
た
。

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

出
張
料
理
人
工
藤
英
良
氏
招
き

料
理
講
習
会
を
実
施

全商女性連 全国大会に参加
長　岡
造形大 佐々木理事長が記念講演

　
会
場
の
あ
る
新
潟
市
は
、

人
口
77
万
人
と
境
港
市
と
は

随
分
規
模
は
違
い
ま
す
が
、

日
本
海
に
面
す
る
港
町
で
あ

り
、
カ
ニ
や
の
ど
ぐ
ろ
な
ど

の
海
産
物
、
国
際
空
港
も
近

く
に
あ
り
、
貿
易
も
盛
ん
と
、

境
港
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
長
岡
造
形

大
学
理
事
長
の
佐
々
木
順
子

氏
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
に
在
籍
し
た
時
代
に
経

験
し
た
「
変
革
を
促
す
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
講

演
。

　
佐
々
木
氏
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
㈱
に
入
社
後
、
執
行
役
員

と
な
り
、
中
国
で
２
０
０
０

人
を
超
す
開
発
チ
ー
ム
を
統

括
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
㈱
な

ど
複
数
の
企
業
で
社
長
や
役

員
を
歴
任
し
て
き
ま
し
た
。

人
材
育
成
や
多
様
性
の
推
進

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
講
演
で
佐
々
木
氏
は
、
開

発
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
に
当

た
っ
て
「
ま
ず
は
情
報
収
集

と
し
て
、
部
署
内
の
声
や
外

部
の
声
を
聴
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

そ
し
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
信
じ
、

改
革
を
進
め
た
結
果
、

２
年
後
に
は
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
産
業
の
先
端
で

仕
事
を
し
て
い
て
も
、

人
の
つ
な
が
り
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る

話
で
し
た
。
ま
た
す
ご

く
パ
ワ
フ
ル
な
人
で
、

ご
自
身
は
バ
ン
ド
の
ボ

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
９
月
６
日
、
鳥
取
県
営
境

港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
２

号
上
屋(

昭
和
町)

の
境
港

お
さ
か
な
パ
ー
ク
で
工
藤
英え

い

良り
ょ
う

氏
を
招
い
て
料
理
講
習
会

を
実
施
。
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
工
藤
氏
は
、
各
国
の
要
人

を
も
て
な
す
大
使
公
邸
料
理

人
と
し
て
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、

北
京
、
パ
リ
で
活
躍
し
た
人

で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
か
ら

料
理
を
教
え
て
い
た
だ
け
る

の
は
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン

ス
！

　
講
習
会
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

境
港
な
ら
で
は
の
食
材
を
使

っ
た
カ
ン
パ
チ
の
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
、
の
ど
ぐ
ろ
の
握
り
と

炙
り
、
ア
マ
ダ
イ
の
鱗
焼
き

と
豪
華
で
し
た
。

　
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
は
、
砂
丘
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
と
酢す

　だ
ち橘
を
使
い
、
和
風
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
。
ほ

か
の
料
理
に
も
応
用
で
き
る

万
能
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
な
り

ま
し
た
。

　
の
ど
ぐ
ろ
の
握
り
は
、
切

身
の
ス
ラ
イ
ス
の
仕
方
な
ど

が
参
考
に
。
ア
マ
ダ
イ
の
鱗

焼
き
は
、
家
庭
で
も
簡
単
に

パ
リ
パ
リ
に
な
る
方
法
を
教

わ
り
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま

し
た
。

　
鮮
魚
は
、
と
に
か
く
身
を

お
ろ
し
た
ら
水
洗
い
、
塩
を

振
り
、
脱
水
、
も
う
一
度
水

洗
い
、
脱
水
と
丁
寧
な
下
処

理
が
大
切
と
の
こ
と
。

　
工
藤
氏
は
「
境
港
は
新
鮮

な
魚
が
手
に
入
る
の
で
、
是

非
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

て
欲
し
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
で
き
上
が
っ
た
品
を
皆
で

美
味
し
く
い
た
だ
い
た
後
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
も
参
加
者

か
ら
活
発
な
意
見
や
感
想
が

出
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
講
習
会
で
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
で
、
和
食

は
世
界
で
も
需
要
の
高
い
奥

の
深
い
も
の
で
あ
り
、
自
分

自
身
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
き

た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
　(
親
睦
委
員
Ｋ)

　
工
藤
氏
は
９
月
６
日
、
境

港
商
工
会
議
所
の
講
演
会
で

も
講
師
を
務
め
、
こ
う
し
た

縁
に
よ
り
10
月
１
日
付
で
境

港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
に
就
任
し
ま
し
た
。

大会に参加した当会会員

ー
カ
ル
も
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
最
後
は
全
員
で
大
合
唱

を
し
て
会
場
が
一
つ
に
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

(

事
業
委
員
Ａ)

講師を務めた佐
々木順子理事長

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
か
つ
女
性
の
立
場
か
ら

商
工
業
の
改
善
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

組
織
で
す
。
会
員
の
対
象
者

は
、
商
工
会
議
所
会
員
事
業

所
の
女
性
経
営
者
、
ま
た
は

役
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
会
員
を
募

集
中
で
す
。

　
ご
入
会
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
当
女
性
会
事
務
局

(

境
港
商
工
会
議
所
内
・

☎
44
―
１
１
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ただいま

会員募集中
境港商議所女性会

工
藤
英
良
氏（
左
）の
解
説
を
真
剣
に
聞
く
参
加
メ
ン
バ
ー

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈽
里
岩
商
店(

末
広
町
、
濵
田

幹
夫
社
長)

の
「
各
種
豆
類(

白
目
大
豆
、
大
納
言
小
豆
、
大

正
金
時)

」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

里
岩
商
店

各
種
豆
類

いずれも北海道産

　
１
８
９
７
年(

明
治
30
年)

創
業
、
こ
と
し
１
２
６
年
を

迎
え
る
地
元
の
老
舗
・
里
岩

商
店
は
、
ガ
ス･

石
油
製
品
、

住
宅
設
備
機
器
に
加
え
、
米

穀
類
な
ど
の
販
売
店
で
も
あ

り
ま
す
。

　
中
で
も
近
年
、
健
康
意
識

の
高
ま
り
と
と
も
に
静
か
な

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
豆
類

が
同
店
お
す
す
め
の
一
品
。

　
豆
腐
、
味
噌･

醤
油
、
納

豆
、
枝
豆
、
き
な
粉
な
ど
、

日
本
の
食
生
活
に
は
欠
か
せ

な
い
大
豆
。
特
に
白
目
大
豆

は
、
煮
豆
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

ー
プ
や
カ
レ
ー
、
サ
ラ
ダ
な

ど
、
和
洋
問
わ
ず
多
様
な
料

理
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
煎い

っ
て
食
べ
て
も
美
味
で
す
。

　
タ
ン
パ
ク
質
を
は
じ
め
、

栄
養
素
の
種
類
が
と
て
も
豊

富
で
、
女
性
に
嬉
し
い
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
含
有
量

が
多
い
の
も
特
徴
の
一
つ
。

　「
大
納
言
小
豆
」
も
栄
養

豊
富
で
、
食
物
繊
維
が
多
く
、

疲
労
回
復
、
生
活
習
慣
病
予

防
、
む
く
み
の
予
防
改
善
、

便
秘
改
善
な
ど
、
様
々
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
金
時
豆
の
代
表
的

な
銘
柄
「
大
正
金
時
」
は
、

鮮
や
か
な
赤
紫
色
で
粒
の
形

が
良
く
大
粒
で
、
食
味
に
優

れ
て
い
る
た
め
、
煮
豆
用
と

し
て
人
気
で
す
。
洋
風
の
煮

込
み
料
理
に
も
よ
く
利
用
さ

れ
、
甘
納
豆
の
原
料
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
店
が
取
り
揃
え
て
い
る

豆
類
は
、
い
ず
れ
も
北
海
道

産
の
厳
選
さ
れ
た
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
44

―
４
８
１
１)

ま
で
。

6
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青色申告会

青色申告会の元気企業

看板の製作から設置まで

　
猛
暑
の
上
、
各
地
で
大
雨

が
降
っ
た
こ
と
し
の
夏
で
す

が
、
秋
も
深
ま
り
、
涼
し
く

な
っ
て
き
た
こ
の
頃
で
す
。

　
青
色
申
告
会
女
性
部
役
員

会
を
９
月
に
開
催
し
、
こ
と

し
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

【事業所のあらまし】
事業所名	 EDOON(エドオン)
代 表 者	 江戸 温（エド・タズヌ）
住 所	 境港市花町154
事業内容	 広告看板製作
定 休 日	 日曜日、祝日
営業時間	 8：00～17：00
T E L	 0859-42-3812
F A X	 0859-36-9949

　
花
町
の
看
板
屋
エ
ド
オ
ン

の
江
戸
温(

エ
ド
・
タ
ズ
ヌ)

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

似
て
い
る
名
前
の
有
名
電
器

店
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
早
く
エ
ド
オ
ン
と
つ
け
た

と
の
こ
と
。
お
名
前
の
温
を

タ
ズ
ヌ
と
読
め
る
人
は
数
少

な
い
で
し
ょ
う
。
温
故
知
新

(

ふ
る
き
を
た
ず
ね
て
―)

の
温
が
由
来
で
あ
る
そ
う
で

す
。

　
エ
ド
オ
ン
は
１
９
９
５
年

創
業
で
す
の
で
、
業
歴
は
28

年
に
な
り
ま
す
。
東
京
か
ら

地
元
・
境
港
に
帰
っ
て
き
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
10
年
し
て

い
ま
し
た
が
、
東
京
で
映
画

の
看
板
を
描
い
て
い
た
経
験

が
あ
り
、
看
板
屋
に
な
る
こ

と
を
決
意
。

　
米
子
で
３
年
間
の
修
業
後
、

独
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
生
活
で
き
る
ほ
ど
の

仕
事
も
な
く
、
し
ば
ら
く
は

弁
当
屋
さ
ん
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
と
兼
業
で
し
た
。
先
輩
や

同
級
生
な
ど
か
ら
の
紹
介
で

少
し
ず
つ
注
文
も
増
え
、
１

年
ほ
ど
で
看
板
屋
と
し
て
成

り
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ド
オ
ン
の
事
務
所
兼
作

業
場
は
、
な
か
な
か
年
季
の

入
っ
た
建
物
で
す
。
江
戸
さ

ん
の
お
じ
い
さ
ん
が
船
大
工

を
し
て
い
た
と
き
の
工
場
を

手
直
し
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　
お
じ
い
さ
ん
は
境
高
校
や

米
子
東
高
校
の
ボ
ー
ト
部
の

ボ
ー
ト
や
境
水
産
高
校
の

カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
も
受
注
し

て
お
り
、
搬
出
す
る
と
き
は
、

隣
の
般
若
寺
の
境
内
を
通
り
、

そ
こ
の
灯
籠
を
除
け
て
境
水

道
に
運
ん
だ
そ
う
で
す
。
地

域
の
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

　
今
は
、
そ
の
「
歴
史
的
建

造
物
」
に
パ
ソ
コ
ン
３
台
と

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
並
べ
、
業

務
用
プ
リ
ン
タ
ー
、
シ
ー
ル

用
プ
ロ
ッ
タ
ー
も
設
置
し
、

今
の
看
板
屋
に
必
要
な
器
具
、

装
置
類
を
揃
え
て
い
ま
す
。

　
昔
の
看
板
屋
さ
ん
は
手
書

き
が
基
本
だ
っ
た
の
で
、
絵

が
描
け
る
こ
と
が
仕
事
の
条

件
で
し
た
が
、
近
頃
は
パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
、
印
刷
す
る
の

で
絵
は
描
け
な
く
て
も
や
っ

て
い
け
る
の
だ
と
か
。

　
看
板
屋
の
仕
事
は
、
実
は

看
板
を
印
刷
し
て
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
に

行
っ
て
設
置
ま
で
し
て
完
了

と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
看
板
を
設
置
す

る
に
は
い
ろ
い
ろ
な
技
術
が

必
要
で
す
。

　
ま
ず
、
看
板
を
取
り
付
け

る
枠
作
り
に
は
、
木
だ
と
大

工
仕
事
、
金
属
だ
と
溶
接
作

業
、
立
て
る
た
め
の
穴
掘
り

な
ど
は
土
木
作
業
、
照
明
付

き
だ
と
電
気
工
事
と
な
り
ま

す
。
ユ
ニ
ッ
ク(

ク
レ
ー
ン)

や
高
所
作
業
車
も
使
用
も
す

る
し
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
の

現
場
確
認
に
は
ド
ロ
ー
ン
も

使
っ
て
い
ま
す
。

　「
最
近
は
『
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
』
で
い
ろ
い
ろ
な
技
術

を
公
開
し
て
い
る
の
で
、
結

構
参
考
に
な
る
よ
」
と
江
戸

さ
ん
。

　
取
り
付
け
な
ど
の
現
場
仕

事
は
２
日
に
１
回
ペ
ー
ス
で

あ
り
、
奥
様
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
人
た
ち
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

境港青色申告会  青色ひろば

身近な法律豆知識

隣地からはみ出す枝などの処理

　前回、隣接する不動産の所有者間(相隣
関係)で相互の土地利用を円滑にするため
の民法の規定が改正されたことをお伝えし
ました。
　この中で、隣地の木や竹などが境界線を
越えたときなどに対処する方法を規定した
法律も改正されています。
　改正前の民法第233条第1項は竹木の
枝の切除などについて、
①	隣地の竹木の枝が境界線を越える時は
その竹木の所有者に、その枝を切除さ
せることができる

②	隣地の竹木の根が境界線を越えるとき
は、その根を切り取ることができる

と、規定していました。
　この場合、竹木の所有者に枝を切るよう
に要求しても、切ってくれない場合や所有
者が分からない時などに対処する方法があ
いまいです。
　そこで改正された同法には、次の場合に
は隣地の竹木の枝を切り取ることができる
という特例が設けられました。
①	竹木の所有者に枝を切除するよう要求
したにもかかわらず、相当の期間(事案
にもよりますが、最低2週間から3週間
程度は必要と思われます)が経っても切
除しないとき

②	竹木の所有者が分からない時、またはそ
の所在地が分からない時

③	急迫の事情があるとき
以上の場合です。
　また改正前の同法では、竹木の所有者が
複数の場合、所有者全員の同意がなければ、
枝を切ることができないのではないかとい
う疑問がありました。
　これに対して改正法は「竹木が数人の共
有に属するときは、各共有者は、その枝を
切り取ることができる」との規定が明記さ
れています。
　この改正で、隣の土地からはみ出した竹
木の枝の処理を所有者に頼みやすくなった
と言えるのではないでしょうか。　　　	S

ー ＥＤＯＯＮ（エドオン） ー

  

今
年
度
事
業
決
ま
る

女
性
部
だ
よ
り

ほ
と
ん
ど
が
事
業
所
か
ら
の

受
注
で
す
が
、
一
般
の
人
か

ら
の
受
注
と
し
て
は
、
自
転

車
の
名
入
れ
、
船
名
の
シ
ー

ル
貼
り
な
ど
が
あ
る
そ
う
で

す
。

　
ど
こ
か
に
き
れ
い
に
名
前

や
名
称
な
ど
を
入
れ
た
い
と

き
な
ど
は
、
エ
ド
オ
ン
さ
ん

を
思
い
出
し
て
も
ら
う
と
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
H

研
修
会
の
内
容
を
検
討
し
ま

し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
11

月
３
日
㈮
、
島
根
県
奥
出
雲

町
の
櫻
井
家(

可
部
屋
集
成

館
、
庭
園)

周
辺
の
見
学
、

散
策
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
２
日
㈯
の
午

前
10
時
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
の

進
行
を
防
ぎ
、
健
康
な
身
体

を
維
持
す
る
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、

境
港
市
長
寿
社
会
課
の
担
当

者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
フ
レ
イ
ル
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
、
軽

い
予
防
運
動
も
で
き
る
よ
う

に
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

健
康
な
心
と
身
体
で
少
し
で

も
長
く
仕
事
を
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

看板デザインを製作中の江戸温さん

北

EDOON（エドオン)

●
般
若
寺

台場公園

　
こ
と
し
10
月
１
日
、
つ
い

に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
方

式(

適
格
請
求
書
等
保
存
方

式)

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
開
始

後
、
売
り
手
は
原
則
と
し
て

買
い
手
の
求
め
に
応
じ
て
イ

ン
ボ
イ
ス(

適
格
請
求
書)

を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
買
い
手
は
仕
入
税
額

控
除
を
行
う
た
め
に
イ
ン
ボ

イ
ス
の
保
存
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
10
月
１
日
以
後
に
請
求
書

な
ど
を
発
行
す
る
場
合
、
そ

の
締
め
日
に
よ
っ
て
対
応
が

異
な
り
ま
す
。

　
９
月
分
の
請
求
書
の
締
め

日
が
９
月
末
の
場
合
は
、
請

求
書
の
発
行
日
が
10
月
１
日

以
降
で
あ
っ
て
も
現
行
の
請

求
書
な
ど(

区
分
記
載
請
求

書)

で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
請
求
書
の
締
め
日

が
月
末
で
な
い
場
合
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
20

日
締
め(

９
月
21
日
か
ら
10

月
20
日
ま
で)

の
場
合
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
前
の

(

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で)

の
も
の
と
、
導
入
後

の(

10
月
１
日
か
ら
10
月
20

日
ま
で)

の
も
の
に
区
分
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

インボイス方式②

税務・会計
一口メモ



米子—ソウル線　週３便 運航再開！！

2023年10月25日(水)から、週3便で米子-ソウル線(エアソウル)の運航が

４年ぶりに再開しました！！ （運航日：水・金・日曜日）

運航再開を記念してお得なツアーの販売や、新規パスポート取得費支援事業

(2023年7月7日以降にパスポートを新規取得し、米子-ソウル線を

利用される人、先着1,000名様に1名あたり3,000円を支援）

などを行っていますので、この機会に米子—ソウル線を利用して

海外旅行に出かけませんか！？

皆様のご利用をお待ちしています♪

《会員特典満載！エアソウル山陰ファンクラブにぜひご入会下さい！》

　お申込はホームページ

　（http://www.yonago-seoul.com/）

　または、米子鬼太郎空港設置の申込書でお申し込みください。

お得なツアー販売中！

国際定期便利用促進協議会

（鳥取県国際観光・万博課内）

TEL：0857-26-7221

利用者支援のお問合せ先

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
ク
イ
ズ
の
問
題
は

「
㈲
小
倉
水
産
食
品(

中
野

町)

の
炙
り
鯖
ジ
ャ
ー
キ
ー

は
、
一
晩
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調

味
液
に
漬
け
込
ん
で
か
ら
〇

〇
で
あ
ぶ
り
ま
す
。
さ
て
、

〇
〇
に
入
る
の
は
何
で
し
ょ

う
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
②
の
「
熱
風
」
で
し
た
。

当
選
者(
敬
称
略)

　
▽
山
本 正解と当選者

　
境
港
商
工
会
議
所
と(

一

社)

境
港
観
光
協
会
は
10
月

15
日
、
境
港
妖
怪
検
定
を
実

施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

２
度
中
止
し
、
昨
年
３
年
ぶ

り
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
引
き
続
き
行
っ
た
今
回

も
、
会
場
は
境
港
商
工
会
議

所(

上
道
町)

と
調
布
市
市

民
プ
ラ
ザ
あ
く
ろ
す(

東
京

都
調
布
市)

の
２
カ
所
で
、

受
験
者
数
は
３
７
９
人
。
初

級
は
２
４
０
人(

う
ち
境
港

会
場
は
61
人)

で
、
中
級
は

１
１
７
人(

う
ち
、
境
港
会

場
は
26
人)

、
上
級
は
22
人

(

境
港
会
場
の
み)

と
な
り

ま
し
た
。
最
年
少
は
初
級
の

４
歳
で
、
中
級
で
は
９
歳
が

一
番
年
下
の
受
験
者
で
し
た
。

受
験
者
は
、
北
海
道
か
ら
熊

茂(

岬
町)

▽
遠
藤
恭
子(

外

江
町)

▽
田
中
八
千
恵(

明
治

町)

▽
小
林
豊(

誠
道
町)

▽

松
本
幸
永(

渡
町)

賞
品
　
炙
り
鯖
ジ
ャ
ー
キ
ー

ス
ポ
ン
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ペ
ン
を
置
い
て

 

国
際
交
流
の
日
～
中
国
・

 

モ
ン
ゴ
ル
を
楽
し
も
う
～

日
時
　
11
月
25
日
㈯
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時

　
こ
の
日
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
の
入
館
料
が
無
料
！

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
と
、

午
後
２
時
か
ら
の
２
回
に
分

け
て
月
餅
を
無
料
で
ふ
る
ま

い
ま
す(

各
回
先
着
１
０
０

名
様
ず
つ)

。
ま
た
、
中
国

茶
体
験
や
モ
ン
ゴ
ル
ガ
イ
ド
、

モ
ン
ゴ
ル
岩
塩
の
販
売
な
ど

も
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
夢
み
な
と
タ
ワ

ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
」
で

検
索)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
な
ど
、
詳
し
く
は
夢

み
な
と
タ
ワ
ー(

☎
47
―
３

８
０
０)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

本
県
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
同
検
定
で
は
合
計
６
２
５

６
人
が
受
験
し
、
こ
の
う
ち

初
級
２
９
７
８
人
、
中
級
４

３
２
人
、
上
級
24
人
が
合
格

し
、
妖
怪
博
士
の
称
号
を
手

に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
合

格
発
表
は
、
11
月
15
日
で
す
。

何
人
の
妖
怪
博
士
が
誕
生
す

る
で
し
ょ
う
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈽里岩商店(末広町)

11月8日㈬(当日消印有効)

㈽里岩商店の「白目大豆」「大納言小豆」「大正
金時」はすべて○○○産です。〇〇〇に当ては
まるのは、次のうちどこでしょう。（ヒントは
６ページ）

賞品  「大粒 白目大豆１㎏」　５名様

① 北海道
② 鹿児島
③ インド

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…子どもの頃から珈琲が好きで、豆の
種類や淹

い

れ方などを試していました。焙煎の仕方を覚え
てからは研究を重ね、納得のいく珈琲を作れるように
なったので販売を始めました。
○おすすめポイントは？…製造工程の主なポイントを紹介
します。まずは｢ハンドピック｣です。全ての生豆に目を
通し、欠品豆(カビ、欠け、傷み、虫食い、未熟など)を
丁寧に取り除きます。次に｢生豆の洗浄｣です。天然素材
100％のホッキ貝殻を使用し、浸け置き洗いをすること
で、コンテナ輸送時の防腐剤や殺虫剤などの汚れを落と
します。最後に｢セラポットでの焙煎｣です。一般的には
ロースターと呼ばれる機械を使用しますが、当店は土鍋
で焙煎。木べらから手に伝わる感触で調整します。土鍋
の遠赤外線効果やガスの火力で、発火寸前の高温で豆の
芯から焼き上げることで、表面に油分が滲

し

み出し、コク
と旨みが増します。当店は、皆さんに最高鮮度でお渡し
したいので、店頭に作り置きはありません。ご注文をい
ただいてから焙煎します。
○お客様は？…カフェオレしか飲めなかった人が、ブラッ
クで飲んで美味しいと言われることも多いです。店頭に
受け取りに来てくださる地元の皆さんをはじめ、オンラ
インショップや他の店舗を通じて全国から注文をいただ
いています。
○今後の事業展開（展望）？…安心安全にこだわったスー
パーなどへの卸売りや高級ギフトセットとしての販売に
も力を入れ、より多くの皆さんに美味しい珈琲をお届け
できるよう販路を拡大していきたいです。
○一言PR ！…雑味が全く無く、冷めても美味しい珈琲で
す。新宿のマルイに短期出店した際、約600人全員が「美
味しい！」と、好評いただいた｢BLUE｣というブレンドや、
冷めるとチョコレートフレーバーを感じる｢満月珈琲｣な
ど、５種類のブレンドがあります。美味しい珈琲でゆっ
たりとした時間をお過ごしください。

北フィッシング●
ながえや　

フィッシング●
ながえや　

境港水産物　　
直売センター●
境港水産物　　
直売センター●

Hayami洋菓子店●Hayami洋菓子店●

BLUE OCEAN NEXT

オンラインショップインスタグラム

焙煎は土鍋を使用します

【事業所のあらまし】
代 表 者 	乙加睦雄(おとが・むつお)
所 在 地	 境港市岬町1-43
T E L	 080-6319-6830
営業時間	 9：30～18：00
休 業 日	 日曜日・祝日
事業内容	 自家焙煎珈琲の製造販売

（ブルー オーシャン ネクスト）
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